
「枝番除去復元」操作手順

誤って「枝番付き」カルテ番号のレセプトを登録してしまった場合、まだ［FF1作
成］を行う前であれば、「SELFサポートツール」を用いて復元することができる。

既に［FF1作成］を行った後であれば、カルテ番号成型ツール「ReID3」を用いて

データを復元する。ここではSELFサポートツールを用いて復元する場合の手順を説

明する。

枝番のついたままのレセプトをそのまま登録すると「対象患者一覧画面」に

警告が表示される。枝番は「カルテ番号」の列で確認することができる。

１．

既に「作成済み」の場合にはSELFサポートツールではなく、「ReID3」を使っ

て復元する必要がある。 「ReID3」による復元方法は、

SELFホームーページのQ&Aの「枝番付きカルテ番号について」参照のこと。

翌月よりは「SELFサポートツール」を利用できる。

まずSELFのバックアップをとる。２．
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SELFサポートツールで枝番の除去を行う。３．

対象患者リストを表示すると、枝番なしの患者リストが表示されるが、まだ枝番の

ついたカルテ番号の患者も残っている。

５．

枝番を除去した社保と国保のレセプトを登録する。4．

枝番あり

枝番を除去したレセプト
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［実行する］をクリックする。６．

枝番が除去されたカルテ番号の患者だけが残る。７．

枝番あり

修復は完了である。８．
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